
しない参加者もいるなど成功かどうか判断ができな

い。しかし，希望の多い文献検索の基本を教えるに

は演習つきの方が，学習効果が高いので好ましいだ

ろう。これも次回企画に取り入れたい。

また，現在，ホームページは広報で利用するだけ

で，教材掲載や別のチュートリアルへのリンクなど，

自己学習を支援するチャネルとなっていない。講座

の教材掲載など，情報リテラシー教育の効果的な一

チャネルとして連動してさらに活用していきたい。

また，医学および関連領域のデータベースの使い方

などの，Webサイトを作成，維持している医学図書

館も少なくない。残念ながら重複した努力も見られ

る。将来は共有のホームページに，医学関連の電子

リソース活用の手引きなどが掲載されるとシェアが

できてよいのではないだろうか。

6．おわりに

2003 年度秋に開始した新しい情報リテラシー教

育プログラム「電子リソース活用講座」について報

告した。まだ試行錯誤も多いが，柔軟で多様なニー

ズにこたえられるプログラムとして展開が期待され

る。開催のノウハウは蓄積してきたので，さらに内

容の充実をはかり，プログラムを発展させたい。
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